
モ ツ ゴ
高知県では絶滅危惧II類から I 類へ変更

日本の淡水魚（山と渓谷社）よりコイ目コイ科 全長8cm



モツゴ（高知市近郊）



日本の淡水魚（山と渓谷社）より

モツゴの産卵



スゴモロコ

コイ目コイ科 全長 12 cm に達する
1994年7月21日 鏡川廓中堰で採集



ムギツク（高知市近郊）

コイ目コイ科 全長 15 cm オヤニラミやドンコに托卵



ヤリタナゴ（絶滅危惧 IB 類 →I 類）

高知県レッドデータブック（動物編）より
コイ目コイ科 全長10cm 物部・仁淀・四万十川の各水系

鏡川水系では絶滅？
高知県に在来分布する唯一のタナゴ亜科魚類



日本の淡水魚（山と渓谷社）より

ヤリタナゴの産卵



タイリクバラタナゴ

日本の淡水魚（山と渓谷社）より

コイ目コイ科 全長 6～8 cm



タイリクバラタナゴ

日本の淡水魚（山と渓谷社）より
ドブガイの中で孵化する



ドジョウ

日本の淡水魚（山と渓谷社）より

高知県では絶滅危惧 II 類から I 類へ変更

コイ目ドジョウ科

水田で産卵



ドジョウの産卵

日本の淡水魚（山と渓谷社）より



トサシマドジョウ（シマドジョウ２倍体種）

高知県では絶滅危惧II類から I類へ変更

コイ目ドジョウ科

オオシマドジョウも II 類から I 類へ



トサシマドジョウ（仁淀川）

平松亘氏撮影コイ目ドジョウ科



シマドジョウ属の一種（仁淀川）

平松亘氏撮影



ヒナイシドジョウ

高知県では絶滅危惧IB類から I 類へ変更

写真撮影 遠藤広光コイ目ドジョウ科 全長 5～7 cm

伊予木川（黒潮町）



ヒナイシドジョウ



ヒナイシドジョウ



ヨウジウオ

河口の汽水域のアマモ場に出現

高知県では絶滅危惧 IA 類から準絶滅危惧に変更
（オクヨウジと共に過大評価された）

トゲウオ目ヨウジウオ科 全長 30 cmに達する



四万十川汽水域のコアマモ場

高知県レッドデータブック（動物編）より



ガンテンイシヨウジ

日本の淡水魚（山と渓谷社）より

トゲウオ目ヨウジウオ科 全長 18 cm に達する



ミナミメダカ（初版ではメダカ）
高知県では絶滅危惧IB類から I 類に変更

ダツ目メダカ科 最大４ cm

日本の淡水魚（山と渓谷社）より



カダヤシ

日本の淡水魚（山と渓谷社）より
カダヤシ目カダヤシ科 全長♂3cm♀5cm



アカメ
高知県では絶滅危惧IA類からランク外の注目種へ変更

スズキ目アカメ科 全長１ｍを超える 高知市 鏡川産



浦戸湾のアカメ



ブルーギル（外来種）

日本の淡水魚（山と渓谷社）より

スズキ目サンフィッシュ科 全長 25 cm



ブラックバス（オオクチバス）

日本の淡水魚（山と渓谷社）より

外来種

スズキ目サンフィッシュ科 全長30～50cm



コクチバス（外来種）

日本の淡水魚（山と渓谷社）より

幸い高知県では記録されていない
スズキ目サンフィッシュ科 全長 30～50cm



ボ ラ

日本の淡水魚（山と渓谷社）より

スズキ目ボラ科 全長60cm



高知県内の河川では絶滅

ウツセミカジカ（回遊型）*カジカ小卵型
＊高知県 RDB 初版では「小卵回遊型カジカ」

BSKU 3554, 奈半利川産，1954年採集．

Cottus reinii カサゴ目カジカ科



カマキリ（アユカケ）

日本の淡水魚（山と渓谷社）より

高知県では絶滅危惧 II 類で変更なし

カサゴ目カジカ科 全長20cm



仁淀川のカマキリ



カマキリ（仁淀川）


